
平
成
十
八
年
十
一
月
二
十
四
日
提
出

質

問

第

一

七

八

号

二
〇
〇
二
年
八
月
二
十
一
日
夜
の
外
務
事
務
次
官
室
に
お
け
る
会
議
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

鈴

木

宗

男
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二
〇
〇
二
年
八
月
二
十
一
日
夜
の
外
務
事
務
次
官
室
に
お
け
る
会
議
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一

外
務
省
は
秘
密
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
組
織
か
。

二

二
〇
〇
二
年
八
月
二
十
一
日
夜
、
竹
内
行
夫
外
務
事
務
次
官
が
事
務
次
官
室
で
会
議
を
し
た
と
い
う
事
実
が
あ
る
か
。

三

二
の
会
議
で
資
料
が
配
付
さ
れ
た
か
。

四

二
の
会
議
の
内
容
は
公
表
さ
れ
た
か
。

五

二
の
会
議
の
内
容
に
つ
い
て
記
録
が
作
成
さ
れ
た
か
。
作
成
さ
れ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
記
録
に
は
秘
密
指
定
が
な
さ
れ
た

か
。

六

朝
日
新
聞
社
コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
の
船
橋
洋
一
氏
の
著
書
「
ザ
・
ペ
ニ
ン
シ
ュ
ラ
・
ク
エ
ス
チ
ョ
ン

朝
鮮
半
島
第
二
次
核
危

機
」
（
朝
日
新
聞
社
）
の
四
十
二
〜
四
十
三
頁
に
、

「
八
月
二
十
一
日
夜
、
竹
内
行
夫
事
務
次
官
が
、
谷
内
正
太
郎
総
合
外
交
政
策
局
長
、
藤
崎
一
郎
北
米
局
長
、
海
老
原
紳

条
約
局
長
、
そ
れ
に
田
中
を
次
官
室
に
呼
ん
だ
。

竹
内
は
『
近
々
、
総
理
が
平
壌
へ
行
く
。
秘
密
裏
に
や
っ
て
き
て
申
し
訳
な
い
。
総
理
も
了
承
さ
れ
て
い
た
こ
と
だ
』
と

述
べ
、
そ
の
後
、
日
朝
平
壌
宣
言
の
草
案
が
配
ら
れ
た
。

一



竹
内
は
田
中
に
話
す
よ
う
に
促
し
、
田
中
も
詫
び
た
後
、
概
略
を
説
明
し
た
。

谷
内
が
『
拉
致
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
こ
の
文
案
に
は
拉
致
と
い
う
表
現
が
直
接
書
か
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
で
い
い

の
か
』
と
質
し
た
。

田
中
は
『
拉
致
は
自
分
に
ま
か
し
て
ほ
し
い
』
と
述
べ
、
『
総
理
ま
で
了
承
を
取
っ
て
い
る
』
と
付
け
加
え
た
。

海
老
原
は
『
米
国
に
は
知
ら
せ
て
い
る
の
か
』
と
聞
い
た
。

田
中
は
『
米
国
と
は
こ
れ
か
ら
や
る
。
（
リ
チ
ャ
ー
ド
・
）
ア
ー
ミ
テ
ー
ジ
（
国
務
副
長
官
）
が
日
米
戦
略
対
話
の
た
め

一
週
間
後
に
来
る
。
次
官
（
竹
内
）
か
ら
ア
ー
ミ
テ
ー
ジ
に
は
直
接
、
説
明
し
て
も
ら
う
』
と
答
え
た
。

部
屋
は
、
重
苦
し
い
沈
黙
に
包
ま
れ
た
」

と
い
う
記
述
が
あ
る
こ
と
を
外
務
省
は
承
知
し
て
い
る
か
。

七

六
の
記
述
は
事
実
か
。

右
質
問
す
る
。

二


